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中数− 1

２月３日のＡ市の最高気温は５℃、最低気温は -４℃でした。この
日のＡ市の最高気温と最低気温について、次のことがいえます。

２月３日のＡ市の最高気温は、最低気温より ℃高い。

このとき、 に当てはまる数を求めなさい。

１
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中数− 2

下の式で、７x の同類項をすべて書きなさい。

７x+９-５x+７x 2+２x

２
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同類項のまとめ方例1

分配法則の考え方を使って、多項式を簡単にしましょう。
（1） 7x+3y-4x-2y

　= 7x-4x+3y-2y
　= (7-4)x+(3-2)y
　= 3x+y

！ 注意 5a2と6aは次数が異なるから、同類項ではありません。

次の式の同類項をまとめなさい。
（1） 5x2+3x2 （2）　7ab-2ab

（3） -6a+5b-3a-4b （4）　-5y2-9y+6y2-y

（5） 3x2-8x+2x2 （6）　2xy+3xy-x+y

問 2

7x+3-4x-2の計算をしましょう。また、
7x+3y-4x-2yの計算のしかたを考えましょう。

文字の部分が同じ項
こう

の計算のしかたについて調べよう。

次の多項式で同類項を答えなさい。
（1） 9x-y+6x+4y （2）　2ab-3a+4ab-5a

めあて

問1

　多項式7x+3y-4x-2yで、7xと-4x、
3yと-2yのように、文字の部分がまったく
同じである項を同

どう
類
るい
項
こう
といいます。

（2） -4a2+6a+9a2+2

　= -4a2+9a2+6a+2
　= (-4+9)a2+6a+2
　= 5a2+6a+2

7x +3y -4x -2y

同類項

同類項

 次の課題　(4x+3y)+(2x-5y)の計算は、どのように考えればよいかな。

同類項2

確かめ　▶️1年
 分配法則

ax+bx= (a+b)x

補充問題1
▶️p.218

　a+　a-a1

3

4

3

チャレンジ ▶️答p.18

同じように考える

　7x+3-4x-2
=7x-4x+3-2

大切な見方・考え方

身につける

同類項は、分配法則の考え方を使って、
1つの項にまとめることができる。
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　7x+3-4x-2
=7x-4x+3-2

大切な見方・考え方
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次の数の中から、下の（1）～（4）にあてはまる数を選びなさい。
　　-5　　　4　　　-3　　　0.33　　　0　　　-2.5　　　3
（1） 最も大きい数 （2）　最も大きい負の数
（3） 最も小さい数 （4）　最も小さい自然数

次の各組の数の大小を、不等号を使って表しなさい。
（1） 8　　-14 （2）　-9　　-6 （3）　-2　　2　　-5

次の数を答えなさい。
（1） 絶対値が12である負の数 （2）　10の符号を変えた数
（3） -7の逆数 （4）　正の数でも負の数でもない整数

次の計算をしなさい。
（1） (-2)+(+8) （2）　(-3)-(+9) （3）　5-14

（4） -5-(-1) （5）　-8+(-5)-(-10) （6）　12-(-8-7)

（7） -3.5+2.8 （8）　　-　 （9）　-　- - 

（10） (-7)*(-8) （11）　(+27)/(-9) （12）　-53

（13） (-2)2*7 （14）　3*(-4)/6 （15）　24/(-8)-5*(-3)

ある日の大
おお
阪
さか
市の最低気温は+0.6℃、富

と
山
やま
市の最低気温は

-3.6℃でした。
この日の大阪市の最低気温は、富山市の最低気温より
何℃高かったですか。

108を素因数分解しなさい。

1

2

3

4

1

2

4

7

3

4
1

9

5

6

「１章　正の数と負の数」で学んだことをふり返って、できるように
なったことやもっと知りたいことなどをかきましょう。

1 章の問題 解答例▶️p.282 
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正
の
数
と
負
の
数

１
章

次の計算をしなさい。

（1） (-18)/5/ -  （2）　(-3)2*(-4)/(-12)

（3） 4-6*2-27/3 （4）　43-(-52)*(-2)

（5） (6-8)*10/(7-3) （6）　6+54/(-3)2-(-8)

（7）  /  -  （8）　(-6)2* +0.5*(-25)

ある学級で空
あ
き缶

かん
の回収をしました。次の表は、

1週間ごとの回収量を、第 1週を基準とし、それより
多い場合を正の数、少ない場合を負の数で表した
ものです。下の問いに答えなさい。

（1） 回収量が最も多い週と最も少ない週との差は何kgですか。
（2） 第 1週の回収量は43kgでした。この 5週間の回収量の、
 1週間あたりの平均は何kgですか。

1
9

10

2

5

1

3

2

5

5

9

2

右の資料は、2023年1月の水
み
戸
と
市の

人口と世帯数を示しています。
この資料から、前年の1月の水戸市の
人口を求めることができます。

上の説明を参考にして、前年の1月の
世帯数の求め方を説明しなさい。

3

水戸市の人口は、前年の1月に比べて
1146人減り、269203人になった。
このことから、前年の1月の人口は
　　269203-(-1146)

という式の計算で求めることができる。

水戸市の人口と世帯数
 2023年1月現在、(　)は前年同月比

人　口　269203 人（-1146 人）
世帯数　125118 世帯（+994 世帯）

［水戸市ウェブページより］

週 第1週 第2週 第3週 第4週 第5週

基準との差(kg) 0 -4 +2 -8 +5

偕
かい
楽
らく
園
えん
（茨

いばら
城
き
県水戸市）

とりくんでみよう 解答例▶️p.282

説明できるかな？
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問題の概要

2 月 3 日の A 市の最高気温が最低
気温より何℃高くなったかを書く

（短答式）
出題の趣旨

具体的な場面において、正の数と負
の数を用いて変化や状況を表すことが
できるかどうかをみる

学習指導要領の領域
　第 1 学年　A 数と式（1）ア（ウ）

9

-9　1

（正答率 85.9%）（無解答率 0.6%）

１

知識・技能

正　答

誤答例

  
問題の概要

7x+9-5x+7x2+2x から、7x の
同類項をすべて書く

（短答式）
出題の趣旨

同類項の意味を理解しているかどう
かをみる

学習指導要領の領域
　第 2 学年　A 数と式（1）ア（ア）

-5x と 2x（7x と -5x と 2x）

5x と 2x（7x と 5x と 2x）
7x

7x2（7x と 7x2）
（正答率 70.5%）（無解答率 2.1%）

２

知識・技能

正　答

誤答例

教科書 1 年 p.54 ５は１と同様
に気温の差を求める場面で、正の
数で表された気温から負の数で表
された気温をひいた差を求めるこ
とができるかどうかをみる問題で
ある。減数が負の数である減法の
計算ができることに加え、被減数
と減数の関係を捉え立式できるこ
とが求められる。

教科書 1 年 p.55 ３は求め方を
説明する問題である。この問題で
は減数が正の数である減法の計算
を行うことになるが、このような
求め方を説明する問題に取り組む
ことで正の数と負の数の理解を深
めることができる。

▲ 1 年 p.54 ▼ 1 年 p.55

▲ 2 年 p.16

教科書『中学数学』での取り扱い 教科書『中学数学』での取り扱い

正の数・負の数 同類項１ ２

類項のまとめ方を考察し、表現す
ることができるようにしたい。

また、同類項の意味を理解でき
るように、文字式の中では同じ文
字が同じ数を表していることを意
識するようにしておきたい。

なお、教科書2年p.16で説明さ
れているように、5a2 と 6a は次
数が異なるから、同類項ではない
ことについても確認しておきたい。

教科書2年p.16では、同類項に着目することの必要性を感じ
ながら意味が理解できるように扱っている。同類項に着目する
ことで文字式の加法、減法（同類項をまとめること）ができる
よさや必要性を実感させていきたい。その際、 1 年で学習した
計算の方法を確認した上で、この計算の方法と関連付けて、同

2 3



中数− 3

下の図は、四角形ＰＱＲＳに対角線ＰＲをひいたものです。

a

Ｐ Ｓ

Ｑ Ｒ

b c
d

ef

上の図において、∠ a から∠ f までの６つの角のうち、ある２つの角
の大きさが等しければ、ＰＳ // ＱＲであるといえます。その２つの角を
書きなさい。

３

8131_02_CHUSUU_M.indd   3 2026/01/08   16:35

中数− 4

下の表は、y が x に反比例する関係を表したものです。 に 
当てはまる数を求めなさい。

x ･･･ -３ -２ -１ ０ １ ２ ･･･

y ･･･ -６ -１２ １２ ６ ･･･

４
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次の図で、~x、~yの大きさを求めなさい。
ただし、l:mです。
（1） 　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　（3）　

右の図で、~EADは四角形ABCDの
頂点Aにおける外角です。
この図について、次の問いに答えなさい。
（1） ~EADの大きさを求めなさい。
（2）  ~EADと~ABCのような位置関係に 

ある角を何といいますか。
（3）  ~EADと~CDAのような位置関係に 

ある角を何といいますか。
（4）  四角形ABCDの辺のうち、平行であるものの組を 

記号で表しなさい。

1つの外角が24'である正多角形は、正何角形ですか。

右のような図で、AB=DC、AC=DBならば
~BAC=~CDBとなります。
このことがらについて、次の問いに答えなさい。
（1） 仮定と結論を答えなさい。
（2）  問題文のことがらが正しいことを 

証明しなさい。

1

2

3

4

70'

40'

35'

y

x

40' 65'

y

x

50'

50'

30'

l
y

x

m

A D

B C

60' 110'

70'
A

B C

D

E

4 章の問題 解答例▶️p.234 

「4章　図形の性質と合同」で学んだことをふり返って、できるように
なったことやもっと知りたいことなどをかきましょう。

ためす

5

10

15

20
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10

15

20

図
形
の
性
質
と
合
同

４
章

133

比
例
と
反
比
例

４
章

x 1 2 3 4 …

y 120 60 30 15 …

反比例の関係y=-　 について、次の表を完成し、
下の（1）、（2）のことを調べましょう。

（1） xの値が2倍、3倍、…になるとき、それに対応する
 yの値は、それぞれ何倍になりますか。
（2） 対応するxとyの値の積xyは、それぞれどんな値に
 なりますか。

これまでに調べたことから、反比例の関係y=　について、
どんなことがわかりましたか。

　反比例では、変域や比例定数が負の数の場合も、
正の数の場合と同じ性質が成り立ちます。これまでに
調べたことをまとめると、次のようになります。

問3 24
x

問4 a
x

xとyの間に、右の表のような対応の
関係があるとき、yはxに反比例すると
いえますか。

問5

 次の課題　変数や比例定数の範囲を負の数にまで広げると、反比例のグラフはどうなるかな。

3倍

倍 倍

倍

3倍
2倍2倍

倍 倍

倍

2倍2倍

x … -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4 …

y … * …

考えよう

深めよう

広げて考える

比例定数を負の数に

大切な見方・考え方

yがxに反比例するとき、次のことが成り立つ。
1  xの値がm倍になると、それに対応するyの値は　倍になる。
2  対応するxとyの値の積xyは一定で、比例定数aに等しい。

1
m

まちがえやすい問題

139
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ためす

比
例
と
反
比
例

４
章

x … -2 -1 0 1 2 3 …

y … -12 * 12 6 …

次の表は、yがxに反比例する関係を表したものです。
このxとyの関係について、下の問いに答えなさい。

（1） 上の表の にあてはまる数をかき入れなさい。
（2） 次の文章の にあてはまる数をかき入れなさい。
 ・xyの値

あたい
は一定で、　　になる。

 ・xの値を3倍にすると、yの値は　　倍になる。
（3） yをxの式で表しなさい。
（4） 比例定数を答えなさい。

反比例の関係y=　の
グラフを、右の図に
かきなさい。

yがxに反比例し、
x=-2のときy=-16です。
yをxの式で表しなさい。

ある空
から
の水そうに、毎分4Lの割合で水を入れていくと

12分で満水になります。毎分xLの割合で水を入れていくと
y分で満水になるとして、次の問いに答えなさい。
（1） yをxの式で表しなさい。
（2） 毎分3Lの割合で水を入れていくと、何分で満水に
 なりますか。
（3） 2≤x≤8のときのyの変域を表しなさい。

1

2 4
x

3

4

反比例
▶️p.139

反比例のグラフ
▶️p.141 問3

反比例の式を
求める方法
▶️p.143 例1

身のまわりの
反比例の関係
▶️p.143 問2

O

5

-5

-5 5
x

y

基本の問題 解答例▶️p.2863節　反比例

145

5

10

15

20

  
問題の概要

四角形 PQRS において、PS:QR

を示すための根拠となる二つの角を書
く

（短答式）
出題の趣旨

2 直線が平行になるための条件を理
解しているかどうかをみる

学習指導要領の領域
　第 2 学年　B 図形（1）ア（ア）

~c と ~f

~a と ~d

~b と ~e

（正答率 49.6%）（無解答率 2.8%）

３

知識・技能

正　答

誤答例

  
問題の概要

反比例の表において、x の値が -3

のときの y の値を求める
（短答式）

出題の趣旨
反比例の関係を表す表の特徴を捉え

て、x の値に対応する y の値を求める
ことができるかどうかをみる

学習指導要領の領域
　第 1 学年　C 関数（1）ア（イ）

-4

4　0　3

（正答率 55.9%）（無解答率 1.0%）

４

知識・技能

正　答

誤答例

３では、2 直線が平行になるた
めの条件を理解していることが求
められている。

平行線になる条件として「同位
角が等しいとき」や「錯角が等し
いとき」を知っている生徒でも、
本問のように四角形のなかで、こ
のような問われ方をしたときに
「錯角か同位角に着目すればよ
い」「錯角が等しいこと、または
同位角が等しいことが根拠として
使えそうだ」という発想に至らな
い場合がある。

そこで、教科書 2 年 p.133 ２の
ように、ある事柄について問い方
を変えることで、平行線になる条
件についての理解を深められるよ
うにしたい。

４では、反比例の関係を表す表の
特徴を捉えて、x の値に対応する y

の値を求めることができるかどうか
をみている。関連する問題は平成19 
年度と 24 年度に出題されており、
正答率はそれぞれ47.7％と51.4％で
あった。

-3 と解答している場合、x の値
が 1 減少すると y の値が 倍にな
ると捉えていると考えられる。教科
書では、1 年 p.139問５において、
x の値が 1 減少すると y の値が 2 倍
になる例を取り上げ、この場合、y

はxに反比例するとはいえないこと
を学習している。

教科書 1 年 p.145 １に取り組むな
かで、xy の値が一定で、12 になる
ことを確認することも重要である。

1
2

▲ 2 年 p.133
▲ 1 年 p.139 ▼ 1 年 p.145

教科書『中学数学』での取り扱い 教科書『中学数学』での取り扱い

平行線になるための条件 反比例３ ４

4 5



中数− 5

大小２つのさいころがあります。この２つのさいころを同時に投げ
るとき、大きいさいころの目が６であり、小さいさいころの目が１で
ある確率を求めなさい。ただし、どちらのさいころも１から６までの
目の出方は、同様に確からしいものとします。

５
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中数− 7

次の手順で、２つの３けたの自然数をつくります。

手順

１　１から９までの自然数の中から異なる２つの数を選ぶ。それ
を「選んだ２数」と呼ぶ。（例：１と２）

２　選んだ２数の大きい方を百の位と一の位とし、小さい方を 
十の位としてできた３けたの自然数をＡとする。（例：２１２）

３　選んだ２数の小さい方を百の位と一の位とし、大きい方を 
十の位としてできた３けたの自然数をＢとする。（例：１２１）

陸斗さんと夏帆さんは、上の手順にしたがってできたＡとＢについ
て、Ａ+Ｂの値がどんな数になるかを調べました。

選んだ２数が１と２のとき、Ａは２１２、Ｂは１２１となり、
Ａ+Ｂ＝２１２+１２１＝３３３＝１１１#３＝１１１#（１+２）

選んだ２数が３と５のとき、Ａは５３５、Ｂは３５３となり、
Ａ+Ｂ＝５３５+３５３＝８８８＝１１１#８＝１１１#（３+５）

選んだ２数が２と７のとき、Ａは７２７、Ｂは２７２となり、
Ａ+Ｂ＝７２７+２７２＝９９９＝１１１#９＝１１１#（２+７）

これらの結果から、陸斗さんは次のように予想しました。

陸斗さんの予想

手順にしたがってできたＡとＢについて、 
Ａ＋Ｂの値は、選んだ２数の和の１１１倍になる。

６
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例1

連続する3つの整数の和は、3の倍数になることを、
文字を使って説明しましょう。

まず、連続する3つの整数を1つの文字を使って
表すことを考えます。
nを整数とすると、連続する3つの整数は、
n、n+1、n+2と表せます。

考え方

1、2、3や6、7、8のような連続する
3つの整数の和について、いつでも
成り立つ性質を予想しましょう。

数の性質を予想して、それがいつでも成り立つことを
文字を使って説明しよう。

　 で調べたことから、連続する3つの整数の和について、
次のことが予想できます。

　連続する3つの整数の和は、3の倍数になる。…ア

！ 注意 整数の範
はん
囲
い
で、ある数の倍数というときには、

 (ある数)*(整数)と考えます。
 したがって、-6や0も3の倍数です。

　整数は無数にあるので、アについて、すべての場合を
調べることはできません。そこで、いつでも成り立つことを、
文字を使って説明する方法について考えましょう。

めあて

連続する3つの整数の和

　

1 + 2 + 3 = 6

6 + 7 + 8 = 21

19 + 20 + 21 = 60

+ + =

 6 =3*2
 -6 =3*(-2)

 0 =3*0
 (3の倍数) =3*(整数)

6 、 7 、 8
6 、 6 +1 、 6 +2
n 、 n +1 、 n +2

文字式の活用2節
文字を使った説明 11

いくつかの場合から予想する

大切な見方・考え方

20

15

10

5

２年１章　221117

26

例2

の倍数であることをいうには
　 * (整数 )

の形をつくればいいね。

94 =10* 9+4

49 =10* 4+9

上の で調べたことから、次のことが予想されます。

2けたの自然数と、その数の十の位の数と一の位の数を
入れかえてできた数の差は、9の倍数になる。

このことがいつでも成り立つことを、文字を使って
説明しましょう。

もとの自然数の十の位の数をx、一の位の数を
yとすると、
もとの自然数は　　　　10x+y
入れかえてできた数は　10y+x　と表される。
もとの自然数と入れかえてできた数の差は
　　　(10x+y)-(10y+x)
　　=9x-9y
　　= (x-y)　　…… * (整数)

x-yは整数だから、 (x-y)は の倍数である。
したがって、2けたの自然数と、その数の十の位の数と
一の位の数を入れかえてできた数の差は、9の倍数になる。

2けたの自然数と、その数の十の位の数と一の位の数を
入れかえてできた数の和は、どんな数になるかを調べ、
「 は、……になる。」という形でかきなさい。
また、そのことがいつでも成り立つことを、文字を使って
説明しなさい。

解答例

問3

2けたの自然数と、その数の十の位の数と
一の位の数を入れかえてできた数の差は、
どんな数になるかを予想しましょう。

2けたの自然数の性質

 94 - 49 = 

 75 - 57 = 

 21 - 　　　 = 

 　　　 - 　　　 = 

いくつかの場合から予想する

大切な見方・考え方

条件を変えて考える

差→和

大切な見方・考え方

20

25

15

10

5

式
の
計
算

１
章

29

次の問いに答えなさい。　
（1） アの図、イの式、ウの式からそれぞれの考えを読み取り、
 図から式、式から図に表しましょう。
ア　　　　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　ウ

（2） 碁
ご
石
いし
の総数を表す式は、計算するとどれも同じになることを

 確かめましょう。
（3） 1辺が20個の場合、碁石の総数は何個になりますか。
 1辺が100個の場合は、何個になりますか。

問1

n+(n-1)+(n-2) 3(n-2)+3

この学習では、どんな方法が役に立ちましたか。
また、次にどんなことをしてみたいですか。

の「正三角形」の部分を別の図形に変えて新しい問題を
つくり、 4 でふり返ったことを生かして、碁石の総数を
式に表しましょう。

碁石を並べる形を正a角形、1辺の個数をn個として、
碁石の総数をaとnを使った式に表してみましょう。

n
個

n
個

n
個

n
個

条件を変えて考える

正三角形→別の図形

大切な見方・考え方
5 深めよう

6 もっと深めよう

4 ふり返ろう

陸
りく
さん

82

5

10

15

ためす

ためす

1 直線lをひく。
2 lの垂線mを作図する。
3 そのときにできた
　　4つの直角のうち、
　　1つを 2等分する。

　

  彩
あや
さんは、右の図のように45°の 

角を作図しました。 
彩さんが考えた方法を図から読み 
取って、この方法で45°の角が 
作図できる理由を説明しなさい。

問2

説明できるかな ?

みんなの説明で、共通するところやちがうところはどこですか。
また、これまでに学んだことを活用して、ほかにどんな作図を
してみたいですか。

ほかにはどんな大きさの角が
作図できるかを考え、
その方法を説明しましょう。

自分で考えた方法を説明したり、ほかの人が考えた
方法を聞いたりして、伝え合いましょう。

 陸さんは、45°の角の作図の方法を、次のように
説明しています。陸さんが考えた方法で、
45°の角を作図しなさい。

問1

75°の角は作図
できるかな。

P

Q

A B

R

45°

l

4 ふり返ろう

5 深めよう

条件を変えて考える

45°→ほかの大きさの角

大切な見方・考え方

根
こんきょ

拠を明らかにする

これまでに学んだ
図やことばを使って

説明する

大切な見方・考え方3 話し合おう

陸さん

彩さん

15

10

5

20

平
面
図
形

5
章

179

場
合
の
数
と
確
率

6
章

図や表を使って、くじを引く順番によってあたりやすさに
ちがいがあるかを調べ、自分の考えを説明しよう。

めあて

予想が正しいかどうかを、自分で考えた方法で確かめましょう。
［レオさんの対話シート］

（1） 自分で考えた方法と答えを説明しましょう。
（2）  説明のわからないところやよいと思ったところなどを 

話し合い、説明のしかたを改善しましょう。

身近なことがら を数学の問題 に
するとき、どんなことが必要でしたか。
また、次に何を調べたいですか。

くじの総数やあたりの本数など、
の条件を変えても結果は同じでしょうか。

新しい問題をつくって調べてみましょう。

5 本のうち、あたりの 2本を
1 、 2 、はずれの 3本を
3 、 4 、 5 として、
樹形図をかいたよ。

レオさんがかいた
図のAとBは、何を
表しているの？

A B

2

1
4

3

5

根
こんきょ

拠を明らかにする

図や表を使って
ことばで説明する

大切な見方・考え方

条件を変えて考える

総　数：5本→？
あたり：2本→？
人　数：2人→？

大切な見方・考え方

2 考えよう

3 話し合おう

5 深めよう

4 ふり返ろう

何がわかったか、
何が役に立ったかなどを
ふり返ってもいいよ。

彩さんレオさん

5

10

15

179

場
合
の
数
と
確
率

6
章

2つのさいころを同時に投げるときの確率例2

CBA

…表 …裏

右の図のような樹形図をかいて
考えればいいね。

1つのさいころを投げるとき、どの目が出ることも
同様に確からしいとします。
2つのさいころA、Bを同時に投げるとき、2つの目の
数の和が4になる確率を求めましょう。

Aの目が1、Bの目が2と出ることを(1，2)と表すと、
起こりうるすべての場合は次の表の36通りであり、
どの場合が起こることも同様に確からしいといえます。

例2の 2つのさいころを同時に投げるとき、
2つの目の数の積が12になる確率を求めなさい。

考え方

解答例

問3

のコインを3枚同時に投げるとき、
2枚は表で1枚は裏が出る確率を
求めなさい。

問2

(1，1) (1，2) (1，3) (1，4) (1，5) (1，6)
(2，1) (2，2) (2，3) (2，4) (2，5) (2，6)
(3，1) (3，2) (3，3) (3，4) (3，5) (3，6)
(4，1) (4，2) (4，3) (4，4) (4，5) (4，6)
(5，1) (5，2) (5，3) (5，4) (5，5) (5，6)
(6，1) (6，2) (6，3) (6，4) (6，5) (6，6)

A
B

補充問題30、31
▶️p.224

陸
りく
さん

ためす

2つのさいころを同時に投げるときの目の出方は全部で36通りで、
どの場合が起こることも同様に確からしい。
このうち、2つの目の数の和が4になるのは、( 1，3)、(2，2)、

(3，1 )の3通りだから、求める確率は　　　=  答　　　3
36

1
12

1
12

5

10

15

20

175

など

  
問題の概要

大小二つのさいころを同時に投げる
とき、大きいさいころの目が 6 で小
さいさいころの目が 1 である確率を求
める

（短答式）
出題の趣旨

起こり得る場合を樹形図や二次元の
表を利用するなどして整理し、確率を
求めることができるかどうかをみる

学習指導要領の領域
　第 2 学年　D データの活用（2）ア（イ）

（数学的に同値と判断できるものを含む。）

　 　 　

（正答率 60.8%）（無解答率 4.7%）

５

知識・技能

正　答

1
36

誤答例

1
18

1
21

1
12

1
6

  ６

６～９の問題では、『中学校学
習指導要領（平成 29 年告示）解
説数学編』pp.23­24 で示されて
いる「②「数学的活動を通して」
について」の問題発見・解決の過
程と設問との対応が『令和 8 年度
全国学力・学習状況調査　解説資
料　中学校数学』（以降、『解説資
料』）に示されている。
６（2）は、予想が成り立つこと

を説明するための方針を立てる活
動、６（3）は、条件を変えた場
合に成り立つ性質を予想する活動
である。

それぞれについて、教科書では
左のように扱っている。

教科書では条件を変える問題を
多く扱っているので活用したい。

教科書『中学数学』での取り扱い 教科書『中学数学』での取り扱い

確率 問題解決の構想を立て、統合的・発展的に考察すること（選んだ２数からできる３桁の自然数）５ ６

▲予想が成り立つことを説明するための方針を立てる活動の例　2 年 p.26

▲条件を変えた場合に成り立つ性質を予想する活動の例　2 年 p.29

▲ 1 年 p.82 ▲ 1 年 p.179 ▲ 2 年 p.179

５は、2 つのさいころを大小別の
ものと捉え、樹形図や 2 次元の表
を利用するなどして整理し、確率を
求めることができるかどうかを見る
問題である。

起こりうる場合の数を求めるにあ
たり、教科書 2 年 p.174 では樹形図、
p.175 では 2 次元の表を用いて整理
する方法を学習している。対象の事
柄がこの問題のさいころのように 2

つのときには表を用いるよさがあ
る。p.174例1を表で考えさせたり、
p.175例２を樹形図で考えさせたり
することで、それぞれの方法のよさ
に気づかせ、問題ごとに方法を自分
で選べるようにするとよい。

▼ 2 年 p.175

6 7



中数− 8

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）次の調べたことは、選んだ２数が２と４のときと、３と６のとき
について、前ページの陸斗さんの予想が成り立つことを確かめたも
のです。次の に当てはまる式を書きなさい。

調べたこと

選んだ２数が２と４のとき、Ａは４２４、Ｂは２４２となり、
Ａ+Ｂ＝４２４+２４２＝６６６＝１１１#６＝１１１#（２+４）

選んだ２数が３と６のとき、Ａは６３６、Ｂは３６３となり、
Ａ+Ｂ＝６３６+３６３＝９９９＝１１１#９＝

（２）前ページの陸斗さんの予想がいつでも成り立つことは、選んだ 
２数について、具体的な数ですべての場合を調べなくても、次のよ
うな方針を考えて説明することができます。

方針

①　選んだ２数を文字で表し、その文字を用いて、ＡとＢを 
それぞれ文字式で表す。

②　Ａ+Ｂを計算し、 の形に変形できることを示せば、
陸斗さんの予想がいつでも成り立つといえる。

方針の に当てはまるものを、下のアからエまでの中から
１つ選びなさい。

ア　１１１#（整数）

イ　１１１#（１けたの自然数）

ウ　１１１#（選んだ２数の和）

エ　１１１#（ＡとＢの和）
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中数− 8

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）次の調べたことは、選んだ２数が２と４のときと、３と６のとき
について、前ページの陸斗さんの予想が成り立つことを確かめたも
のです。次の に当てはまる式を書きなさい。

調べたこと

選んだ２数が２と４のとき、Ａは４２４、Ｂは２４２となり、
Ａ+Ｂ＝４２４+２４２＝６６６＝１１１#６＝１１１#（２+４）

選んだ２数が３と６のとき、Ａは６３６、Ｂは３６３となり、
Ａ+Ｂ＝６３６+３６３＝９９９＝１１１#９＝

（２）前ページの陸斗さんの予想がいつでも成り立つことは、選んだ 
２数について、具体的な数ですべての場合を調べなくても、次のよ
うな方針を考えて説明することができます。

方針

①　選んだ２数を文字で表し、その文字を用いて、ＡとＢを 
それぞれ文字式で表す。

②　Ａ+Ｂを計算し、 の形に変形できることを示せば、
陸斗さんの予想がいつでも成り立つといえる。

方針の に当てはまるものを、下のアからエまでの中から
１つ選びなさい。

ア　１１１#（整数）

イ　１１１#（１けたの自然数）

ウ　１１１#（選んだ２数の和）

エ　１１１#（ＡとＢの和）
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　例1の解答例は、前ページのアがいつでも成り立つことを説明しています。

陸
りく
さんは、例1の説明をふり返って、「連続する3つの

整数の和は、真ん中の数の3倍になる。」と考えました。
陸さんの考えは正しいですか。その理由も答えましょう。

連続する3つの整数のうち、真ん中の数をnとして、
アがいつでも成り立つことを説明しなさい。

　見つけた数の性質を発展させて、新たな数の性質を見つけ、
その性質がいつでも成り立つことを説明しましょう。

彩
あや
さんは、連続する5つの整数の和について、

次のようにいっています。

次の問いに答えましょう。
（1） 彩さんが見つけた整数の性質を予想しましょう。
（2） （1）で予想した性質がいつでも成り立つことを、
　　文字を使って説明しましょう。

問1
深めよう

問2

問3
深めよう

連続する3つの整数のうち、最も小さい数を
nとすると、連続する3つの整数は、
n、n+1、n+2と表される。
連続する3つの整数の和は
　n+(n+1 )+(n+2) =3n+3

 =3(n+1 )

n+1は整数だから、3(n+1 )は3の倍数である。
したがって、連続する3つの整数の和は、
3の倍数になる。

連続する5つの整数の和は、
　　　　　　　　　　　　　になる。

［説明の見通しの立て方］

3の倍数は3* (整数)と
表せる。

連続する 3つの整数の
和が 3* (整数)と
表せることを示せばよい。

ふり返って考える

新たな性質を見つける

大切な見方・考え方

条件を変えて考える

3つ→5つ

大切な見方・考え方

連続する10個の
整数の和
▶️p.206

解答例
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例1

奇数であることをいうには
　2*(整数 )+1
の形をつくればいいね。

偶数と奇数の和は奇数になることを、
文字を使って説明しましょう。

m、nを整数とすると、偶数は2m、　
奇数は2n+1と表される。
偶数と奇数の和は
　　　2m+(2n+1)
　　=2m+2n+1
　　=2(m+n)+1　　……2*(整数)+1

m+nは整数だから、2(m+n)+1は奇数である。
したがって、偶数と奇数の和は奇数になる。

例1で、偶数と奇数を同じ文字で表してはいけない
理由を考えましょう。

奇数と奇数の和は偶数になることを、例1と同じように
説明しなさい。

解答例

問1
考えよう

問2

偶
ぐう
数
すう
と奇

き
数
すう
の和、奇数と奇数の和は、それぞれ

偶数または奇数のどちらになるでしょうか。

いろいろな数の関係や性質を、文字を使って説明しよう。

　偶数は2でわり切れる整数だから、2*(整数)と
表せます。つまり、mを整数とすると、
2mと表せます。
　また、奇数は偶数に1を加えた数と考えられるから、
nを整数とすると、2n+1と表せます。

めあて

偶数と奇数の和

(偶数) =2* (整数)

(奇数) =2* (整数)+1

○　2m、2n+1
×　2m、2m+1

(偶数)+(奇数)

 4 + 7 = 11
 16 + 13 = 29

2 文字を使った説明 2

いくつかの場合から
予想する

具体的な数で考える

大切な見方・考え方

20

15

10

5
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例2

の倍数であることをいうには
　 * (整数 )

の形をつくればいいね。

94 =10* 9+4

49 =10* 4+9

上の で調べたことから、次のことが予想されます。

2けたの自然数と、その数の十の位の数と一の位の数を
入れかえてできた数の差は、9の倍数になる。

このことがいつでも成り立つことを、文字を使って
説明しましょう。

もとの自然数の十の位の数をx、一の位の数を
yとすると、
もとの自然数は　　　　10x+y
入れかえてできた数は　10y+x　と表される。
もとの自然数と入れかえてできた数の差は
　　　(10x+y)-(10y+x)
　　=9x-9y
　　= (x-y)　　…… * (整数)

x-yは整数だから、 (x-y)は の倍数である。
したがって、2けたの自然数と、その数の十の位の数と
一の位の数を入れかえてできた数の差は、9の倍数になる。

2けたの自然数と、その数の十の位の数と一の位の数を
入れかえてできた数の和は、どんな数になるかを調べ、
「 は、……になる。」という形でかきなさい。
また、そのことがいつでも成り立つことを、文字を使って
説明しなさい。

解答例

問3

2けたの自然数と、その数の十の位の数と
一の位の数を入れかえてできた数の差は、
どんな数になるかを予想しましょう。

2けたの自然数の性質

 94 - 49 = 

 75 - 57 = 

 21 - 　　　 = 

 　　　 - 　　　 = 

いくつかの場合から予想する

大切な見方・考え方

条件を変えて考える

差→和

大切な見方・考え方

20

25

15

10

5
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例1

連続する3つの整数の和は、3の倍数になることを、
文字を使って説明しましょう。

まず、連続する3つの整数を1つの文字を使って
表すことを考えます。
nを整数とすると、連続する3つの整数は、
n、n+1、n+2と表せます。

考え方

1、2、3や6、7、8のような連続する
3つの整数の和について、いつでも
成り立つ性質を予想しましょう。

数の性質を予想して、それがいつでも成り立つことを
文字を使って説明しよう。

　 で調べたことから、連続する3つの整数の和について、
次のことが予想できます。

　連続する3つの整数の和は、3の倍数になる。…ア

！ 注意 整数の範
はん
囲
い
で、ある数の倍数というときには、

 (ある数)*(整数)と考えます。
 したがって、-6や0も3の倍数です。

　整数は無数にあるので、アについて、すべての場合を
調べることはできません。そこで、いつでも成り立つことを、
文字を使って説明する方法について考えましょう。

めあて

連続する3つの整数の和

　

1 + 2 + 3 = 6

6 + 7 + 8 = 21

19 + 20 + 21 = 60

+ + =

 6 =3*2
 -6 =3*(-2)

 0 =3*0
 (3の倍数) =3*(整数)

6 、 7 、 8
6 、 6 +1 、 6 +2
n 、 n +1 、 n +2

文字式の活用2節
文字を使った説明 11

いくつかの場合から予想する

大切な見方・考え方

20

15

10

5
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  （１）
問題の概要

選んだ 2 数が 3 と 6 のときについ
て、陸斗さんの予想が成り立つことを
示す式を書く

（短答式）
出題の趣旨

問題場面における考察の対象を明確
に捉えているかどうかをみる

学習指導要領の領域
　第 2 学年　A 数と式（1）ア（エ）

111*（3+6）

111*（1+8）
111*（2+7）
111*（4+5）
999

（正答率 73.6%）（無解答率 6.5%）

６

知識・技能

正　答

誤答例

  （２）
問題の概要

陸斗さんの予想がいつでも成り立つ
ことを説明するための方針を完成する
ために、当てはまるものを選ぶ

（選択式）
出題の趣旨

事柄が成り立つ理由を文字を使って
説明するための方針を立てることがで
きるかどうかをみる

学習指導要領の領域
　第 2 学年　A 数と式（1）ア（ウ）

ウ

上記以外の解答
（正答率 65.2%）（無解答率 0.6%）

６

知識・技能

正　答

誤答例

６（1）は、『解説資料』において「手順にしたがってできた A

と B について、A+B の値がどんな数になるか予想する」過程の
「具体的な数で予想が成り立つことを確認する」活動と示されて
いる。

教科書 2 年 p.26🅠では「いくつかの場合から成り立つ性質を
予想する」活動を扱っている。ここでは4行目の 埋めを含め
て 4 つの場合から成り立つ性質を予想するが、上 3 行から成り立
つ性質を予想し「具体的な数で予想が成り立つことを確認する」
ために 4 行目の 埋めを行うことで、本問と同じ場面設定に
できる。

教科書2年p.27で「連続する 3

つの整数の和は、3の倍数になる」
ことを説明するためには「連続す
る 3 つの整数の和が 3*（整数）と
表せることを示せばよい」という
方針を立てることについて学習し
ている。これを踏まえ本問では
A+B をどのような式で表せばよ
いかを考えさせたい。このとき、
陸斗さんの予想を間違いなく捉え
ることが重要である。

▲ 2 年 p.26

▲ 2 年 p.27

▲ 2 年 p.28 ▲ 2 年 p.29

教科書『中学数学』での取り扱い 教科書『中学数学』での取り扱い
※ 問題の一部を薄くしています。 ※ 問題の一部を薄くしています。
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中数− 9

（３）７ページの陸斗さんの予想がいつでも成り立つことを文字を用い
て説明した陸斗さんと夏帆さんは、次に、手順にしたがってできた
ＡとＢについて、Ａ-Ｂの値がどんな数になるかを考えることにし
ました。

選んだ２数が１と３のとき、Ａ-Ｂ＝３１３-１３１＝１８２
選んだ２数が４と７のとき、Ａ-Ｂ＝７４７-４７４＝２７３
選んだ２数が５と９のとき、Ａ-Ｂ＝９５９-５９５＝３６４

二人は、Ａ-Ｂの値について話し合っています。

夏帆さん「１８２、２７３、３６４は、どんな数なのかな。」
陸斗さん「�例えば３６４は、選んだ２数の５と９の差である４と

関係があるかもしれないね。」
夏帆さん「選んだ２数の差の何倍かになっていないかな。」

手順にしたがってできたＡとＢについて、Ａ-Ｂの値は、選んだ
２数の差に着目すると、どんな数になると予想できますか。７ペー
ジの陸斗さんの予想のように、下の に当てはまることがら
を 「 　　 は、……になる。」という形で書きなさい。

手順にしたがってできたＡとＢについて、
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中数−11

光希さんのクラスでは、クラス紹介の動画を撮影することになりま
した。撮影する動画のデータ量は１０００Ｍ

メガバイト

Ｂまでにすることになって
います。
そこで、動画の時間によってデータ量がどのよう

に変わるかを調べるために、同じ撮り方で時間だけ
を変えて動画を撮影し、動画の時間とそのデータ量
を記録しました。そして、動画の時間が x 秒のとき
のデータ量を y ＭＢとして、次のように表にまとめ、
下のグラフに表しました。

調べた結果

x（秒） ０ １５ ３０ ４５ ６０

y（ＭＢ） ０ ２９ ６０ ８９ １２２

（ＭＢ）y

１５０

１２５

１００

７５

５０

２５

Ｏ
x

（秒）１５ ３０ ４５ ６０ ７５

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

次の（１）、（２）の各問いに答えなさい。

（１）調べた結果の表をみて、グラフの点Ｃの座標を書きなさい。

７
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変数や比例定数の範
はん
囲
い
を負の数にまで広げたとき、

比例のグラフはどうなるか調べよう。

比例の関係y=2xについて、下の（1）～（3）の順に調べましょう。

 y=2xを成り立たせるx、yの値の組を座標とする点を、
より細かい間

かん
隔
かく
でとっていくと、これらの点の集まりは、

次のページの図アのようになります。
　さらに点の数を増やしていくと、点の集まりは、
図イのような原点を通る直線になります。この直線が、
比例の関係y=2xのグラフです。

めあて

問1

-4 -2 O
x

y

2

2

4

6

-2

-4

-6

4

x … -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4 …

y … -8 …

（1） 上の表を完成し、対応するx、yの
 値

あたい
の組を座標とする点を左の図に

 かきましょう。
（2） xの値を-4から4まで0.5おきにとり、
 それらに対応するyの値を求め、
 その値の組を座標とする点を左の図に
 かきましょう。
（3） xの値の間をさらに細かくして、点の
 数を増やしていくと、これらの点は、
 どのように並ぶと予想されますか。

(-4，-8)

点が集まると
線になるね。

比例のグラフ5

考えよう

広げて考える

点の並びに着目する

大切な見方・考え方

128

5

10

15

20

見る

　例1の解答例は、前ページのアがいつでも成り立つことを説明しています。

陸
りく
さんは、例1の説明をふり返って、「連続する3つの

整数の和は、真ん中の数の3倍になる。」と考えました。
陸さんの考えは正しいですか。その理由も答えましょう。

連続する3つの整数のうち、真ん中の数をnとして、
アがいつでも成り立つことを説明しなさい。

　見つけた数の性質を発展させて、新たな数の性質を見つけ、
その性質がいつでも成り立つことを説明しましょう。

彩
あや
さんは、連続する5つの整数の和について、

次のようにいっています。

次の問いに答えましょう。
（1） 彩さんが見つけた整数の性質を予想しましょう。
（2） （1）で予想した性質がいつでも成り立つことを、
　　文字を使って説明しましょう。

問1
深めよう

問2

問3
深めよう

連続する3つの整数のうち、最も小さい数を
nとすると、連続する3つの整数は、
n、n+1、n+2と表される。
連続する3つの整数の和は
　n+(n+1 )+(n+2) =3n+3

 =3(n+1 )

n+1は整数だから、3(n+1 )は3の倍数である。
したがって、連続する3つの整数の和は、
3の倍数になる。

連続する5つの整数の和は、
　　　　　　　　　　　　　になる。

［説明の見通しの立て方］

3の倍数は3* (整数)と
表せる。

連続する 3つの整数の
和が 3* (整数)と
表せることを示せばよい。

ふり返って考える

新たな性質を見つける

大切な見方・考え方

条件を変えて考える

3つ→5つ

大切な見方・考え方

連続する10個の
整数の和
▶️p.206

解答例
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（正答の条件）
「○○は、◇◇になる。」という形で、次の（a）、（b）につ
いて記述しているもの。または、（a）について記述し、（b）
以外に成り立つ事柄のうち、選んだ２数の差について記述し
ているもの。
（a）○○が、「Ａ－Ｂの値」である。
（b）◇◇が、「選んだ２数の差の 91 倍」である。

  （３）
問題の概要

手順にしたがってできた A と B に
ついて、A-B の値がどんな数になる
かを、選んだ 2 数の差に着目して説明
する

（記述式）
出題の趣旨

統合的・発展的に考え、事柄の特徴
を数学的な表現を用いて説明すること
ができるかどうかをみる

学習指導要領の領域
　第 2 学年　A 数と式（1）イ（イ）

A-B の値は、選んだ 2 数の差の 91

倍になる。

（a）についての記述がないもの。
（b）についての記述が十分でないもの。
（a）について記述し、成り立たない

事柄を記述しているもの。
（正答率 45.2%）（無解答率 26.1%）

６

思考・判断・表現

正答例

誤答例

～にあてはまることがらが
「A-B の値」であることを、問
題文に「陸斗さんの予想のよう
に」とあることから間違えないよ
うに押さえたい。予想することが
らを間違えると……にあてはまる
ことがらを見いだせなくなること
も考えられる。

（1）（2）と同じ方法で考える
ことで「A-B の値は選んだ 2 数
の差の91倍」であることがわかる。

教科書では 2 年 p.26­27 や 3 年
p.36­37 などで条件を変えて予想
した性質が成り立つことを、文字
を使って説明する学習活動の場面
を用意しているので活用したい。

６（3）は、『解説資料』において、「A+B を A-B に変
えた場合に成り立つ性質を予想する」過程の「条件を変えた
場合に成り立つ性質を予想する」活動と示されている。

教科書『中学数学』での取り扱い

日常的な事象における問題について、関数関係に着目し構想を立て解決すること（動画の時間とデータ量）７
  （１）
問題の概要

動画の時間とデータ量の関係を表す
グラフにおいて、点 C の座標を書く

（短答式）
出題の趣旨

与えられた表やグラフから、必要な
情報を適切に読み取ることができるか
どうかをみる

学習指導要領の領域
　第 1 学年　C 関数（1）ア（ウ）

（45，89）

（89，45）
点 A、B、D いずれかの座標を解答

しているもの。
（正答率 75.5%）（無解答率 5.5%）

７

知識・技能

正　答

誤答例

７（1）は、『解説資料』において「デー
タを収集し、収集したデータを表やグラ
フに整理する」過程の「表やグラフの情
報を読み取る」活動と示されている。

この問題では表とグラフを関連付けて
読み取れることが求められている。グラ
フだけを見て考えたり、表だけを見て考
えたりしないように、相互に関係してい
ることを意識できるように指導したい。

グラフ上の点はすべてx座標が読み取
れることに気付けば、点Cのyの値は表
からわかることにも気付けると思われ
る。グラフだけを見ている場合、y の値
を 90 にするなど、“だいたい”の値にな
ることが想定される。

▲ 1 年 p.128

教科書『中学数学』での取り扱い

▲ 2 年 p.27
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中数−12

（２）光希さんは、１０００ＭＢのデータ量で撮影できる動画の時間を調べ
るために、前ページの調べた結果を下のグラフに表しました。

動画の時間とデータ量のグラフ
（ＭＢ）y

１２００
１１００
１０００
９００
８００
７００
６００
５００
４００
３００
２００
１００

Ｏ
x

（秒）６０ １２０ １８０ ２４０ ３６０ ４２０ ４８０ ５４０３００

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

動画の時間とデータ量のグラフにおいて、原点Ｏから点Ｄまでの 
点が一直線上にあるとし、動画の時間を長くしても、動画の時間と
データ量の値の組を座標とする点が同じ直線上にあると考えます。

このとき、データ量が１０００ＭＢになるときの動画の時間はおよそ
何秒になるかを求める方法を、 x 座標や y 座標、 x の値や y の値な 
ど、 x や y を使って説明しなさい。ただし、実際に時間がおよそ何 
秒になるかを求める必要はありません。
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身近なことがら

2 41 3 5 6 87O

10

20

30

40

50

60

y(℃)

x(分)

　ビーカーの水を熱し始めてからx分後の
水温をy℃として、5分後まで調べたところ、
次の表のようになりました。

水温が60℃となるのは熱し始めてから
何分後かを予想するには、どんな方法が
考えられますか。

関数の見方・考え方を活用して、
実験などで得たデータを考察しよう。

　対応するx、yの値
あたい
の組を座標とする点が

ほぼ一直線上に並んでいると判断できるとき、
yはxの1次関数とみなして考えることが
あります。

めあて

x 0 1 2 3 4 5

y 20.0 24.0 30.0 35.5 39.5 45.0

1次関数とみなして考えること1
1次関数の活用3節

上の図に、6つの点のできるだけ近くを通る直線をかきなさい。
その直線を1次関数のグラフとみて、次の問いに答えなさい。
（1） yをxの式で表しなさい。
（2） グラフの傾

かたむ
きと切

せっ
片
ぺん
は、それぞれ何を表していますか。

身近なことがら の実験を続けたとき、水温が60℃となるのは
熱し始めてから何分後かをグラフや式から予想し、
どのように考えたかを説明しなさい。

問1

問2

説明できるかな？

86
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5

10

15

20

比
例
と
反
比
例

４
章

ふり返って考える

新たにわかることを
調べる

大切な見方・考え方

O

5

10

15

500
x(m/min)

　　y(分)

1000 1500

（1） の答えと、その答えの求め方を説明しましょう。
（2） 真さんは、走り始めてから12分後に、出発地点から
　　何mの地点を通過するでしょうか。そのことは、
　　どのようにすれば求められますか。
（3） 前ページのことがらから、ほかにはどんなことが
　　わかるでしょうか。数学の問題をつくって互

たが
いに

　　出し合い、解決しましょう。

この学習で問題をつくったり解決したりするとき、
どんな方法や考え方が役に立ちましたか。

　今度は走る道のりを一定として、その道のりを人、
自転車、自動車などがいろいろな速さで進むときの
速さと時間の関係について考えてみましょう。

右の図は、分速xｍの速さで1500ｍの
道のりを走ったときにかかる時間を
y分間として、xとyの関係をグラフに 
表したものです。
次の問いに答えましょう。
（1） 分速300ｍで走ると、1500ｍを
　　進むのに何分かかりますか。
（2） 分速60ｍで歩くと、1500ｍを
　　進むのに何分かかりますか。

　3つの数量a、b、cの関係を等式a=bcで
表すことができるとき、そのうちの1つが定数で、
残りの2つが変数ならば、その2つの変数の間の
関係は、比例になったり、反比例になったりします。

▲分速 xmを xm/min と表します。

(時間) =
(道のり)
(速さ)

(道のり) = (速さ) * (時間)

根
こん

拠
きょ
を明らかにする

表、グラフ、式を使って
ことばで説明する

大切な見方・考え方

条件を変えて考える

速さ一定→道のり一定

大切な見方・考え方

5 深めよう

3 話し合おう

4 ふり返ろう
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2 何m走ることができるかを考えよう 学び合おう

　一
かず
樹
き
さんは10分間で2000m、真

まこと
さんは10分間で1600mの

ペースで走る練習をしてきました。
　2人は今後、さらに持久力をつけるために、走る時間を
のばそうと考えています。

数学の問題にしよう

一樹さんと真さんは、一定の速さで
走るものとします。
右の表のペースで走った場合、15分間では
それぞれ何m走ることができるでしょうか。

の答えを求めるためには、どのような方法が考えられますか。

身近なことがらを解決するために、比例や反比例を活用しよう。

x分間で走った道のりをyｍとして、 の答えを
求める方法をいろいろ考えましょう。

めあて

対話シート 3▶️p.305

関数の考え方が使えそうだね。
この場合、何をxとyで
表せばいいのかな。

速さ、時間、道のりの関係を
表や式やグラフに表して
考えられないかな。

10分間 15分間

一樹 2000ｍ

真 1600ｍ

この2人が15分間
走ると、それぞれ
何m走れるのかな。

一定の速さで
走るとすれば
数学の問題に
できそうだね。

身近なことがら

数学の問題にする

条件を明確にする

大切な見方・考え方

数量の関係に着目する

時間と道のり

大切な見方・考え方

1 見通しをもとう

2 考えよう

陸
りく
さん 彩

あや
さん

真
ま
衣
い
さん レオさん
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5

10

15

（正答の条件）
次のことについて、x や y を使って記述しているもの。

〈グラフを用いることについて記述している場合〉
次の（a）、（b）について記述している。
（a）直線のグラフを利用すること。
（b）y 座標が 1000 のときの x 座標を読むこと。

〈式を用いることについて記述している場合〉
次の（c）、（d）について記述している。
（c）比例の式又は一次関数の式を求めて利用すること。
（d）y=1000 を代入して、x の値を求めること。

〈表や数値を用いることについて記述している場合〉
次の（e）、（f）について記述している。
（e）表や数値を用いて割合を求めて利用すること。
（f）データ量が 1000 MB のときの動画の時間を算出すること。

  （２）
問題の概要

データ量が 1000 MB になるときの
動画の時間がおよそ何秒になるかを求
める方法を説明する

（記述式）
出題の趣旨

数学的に表現したことを事象に即し
て解釈し、問題解決の方法を数学的に
説明することができるかどうかをみる

学習指導要領の領域
　第 1 学年　C 関数（1）イ（イ）

・原点 O から点 D をもとに、直線のグ
ラフをかき、y 座標が 1000 のときの
x 座標を読む。

・対応する x と y の値をもとに、x と
y の関係を比例の式で表し、その式に
y=1000を代入し、xの値を求める。

・表の x と y の数値から比例定数を調
べ、その比例定数で y の値が 1000 に
なるときの x の値を求める。

７

思考・判断・表現

正答例

  （２）

・（a）（b）または（c）（d）または（e）
（f）について、その両方を記述して
いないもの。

・（a） について「直線」 についての記
述が十分でないもの

・（b） について「y=1000」 又は「x

座標」のいずれかについての記述がな
いもの

・（c）について「比例」又は「一次関数」
についての記述がないもの

・（d）について「y=1000 を代入」の
記述が十分でないもの

・（e） について「割合」 についての記
述が十分でないもの

・（f） について求める時間の記述が十
分でないもの

（正答率 34.5%）（無解答率 39.0%）

７
誤答例

７（2）は、『解説資料』において
「問題を解決する」過程の「問題を
解決するための方針を立てる」活動
と示されている。

（2）は、比例の考え方を用いる
ことで、実際には測定されていない
1000 MB のデータ量で撮影できる
動画の時間が求められるという関数
のよさに関する問題である。比例の
特徴に着目し、グラフに表すと直線
になることや比例定数が一定である
ことを利用して問題解決に取り組
む。

教科書では 2 年 p.86 で熱せられ
た水の温度が 60 ℃になる時間を求
める活動を行っている。ここでは、
水温が熱し始めてからの時間の 1 次
関数とみなした上で、表やグラフを
用いて考察することになる。

1 年 p.148­149 では、調べた結
果を表に整理したりグラフや式に
表したりして考察する活動を行っ
ている。表、式、グラフにはそれ
ぞれによさがある。表には正確な
値が示されており、グラフには変
化や傾向を視覚的に捉えられるよ
さがある。式には表やグラフでは
わからない値を計算で求めること
ができるよさがある。

関数では、表、式、グラフを常
に意識することが重要である。そ
れにより、現実の事象から比例、
反比例の関係を見いだし、表、
式、グラフを基にして考察し表現
することができるようになる。

教科書『中学数学』での取り扱い 教科書『中学数学』での取り扱い

▲ 2 年 p.86

▼ 1 年 p.148–149

比
例
と
反
比
例

４
章

ふり返って考える

新たにわかることを
調べる

大切な見方・考え方

O

5

10

15

500
x(m/min)

　　y(分)

1000 1500

（1） の答えと、その答えの求め方を説明しましょう。
（2） 真さんは、走り始めてから12分後に、出発地点から
　　何mの地点を通過するでしょうか。そのことは、
　　どのようにすれば求められますか。
（3） 前ページのことがらから、ほかにはどんなことが
　　わかるでしょうか。数学の問題をつくって互

たが
いに

　　出し合い、解決しましょう。

この学習で問題をつくったり解決したりするとき、
どんな方法や考え方が役に立ちましたか。

　今度は走る道のりを一定として、その道のりを人、
自転車、自動車などがいろいろな速さで進むときの
速さと時間の関係について考えてみましょう。

右の図は、分速xｍの速さで1500ｍの
道のりを走ったときにかかる時間を
y分間として、xとyの関係をグラフに 
表したものです。
次の問いに答えましょう。
（1） 分速300ｍで走ると、1500ｍを
　　進むのに何分かかりますか。
（2） 分速60ｍで歩くと、1500ｍを
　　進むのに何分かかりますか。

　3つの数量a、b、cの関係を等式a=bcで
表すことができるとき、そのうちの1つが定数で、
残りの2つが変数ならば、その2つの変数の間の
関係は、比例になったり、反比例になったりします。

▲分速 xmを xm/min と表します。

(時間) =
(道のり)
(速さ)

(道のり) = (速さ) * (時間)

根
こん

拠
きょ
を明らかにする

表、グラフ、式を使って
ことばで説明する

大切な見方・考え方

条件を変えて考える

速さ一定→道のり一定

大切な見方・考え方

5 深めよう

3 話し合おう

4 ふり返ろう

149
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中数−13

　
下の手順で、鋭角である∠ＸＯＹの２倍 

の大きさの角が作図できます。

手順

１　辺ＯＸ上に適当な点Ａ、辺ＯＹ 
上に適当な点Ｂをとる。

１

１
Ｏ Ｙ

Ｘ
Ａ

Ｂ

２　点Ａを中心として半径ＡＢの円 
をかく。

２

Ｏ Ｙ

Ｘ
Ａ

Ｂ

３　点Ｏを中心として半径ＯＢの円 
をかき、 ２ の円との交点をＰと 
する。

３

Ｏ Ｙ

Ｘ
Ａ

Ｐ

Ｂ

４　直線ＯＰをひく。 ４

Ｏ Ｙ

Ｘ
Ａ

Ｐ

Ｂ

上の手順で作図した∠ＰＯＢは、∠ＸＯＹの２倍の大きさになります。

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）手順の ４ の図において、∠ＡＯＢの大きさが a°のとき、∠ＰＯＢ
の大きさを a を用いて表しなさい。

８

Ｏ Ｙ

Ｘ
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ノートに~AOBを自由にかいて、その角の
二等分線を作図しなさい。

　例1の図で、~AOPの大きさは、~AOBの大きさの

半分です。このことを、~AOP=　~AOBと表します。

　また、~AOBの大きさは、~AOPの大きさの
2倍であることを、~AOB=2~AOPと表します。

問1

1

2

右の図で、点Oは直線AB上の
点です。
~AOCの二等分線OMと、
~COBの二等分線ONを、
それぞれ作図しなさい。
また、~MONの大きさを
求めなさい。

正三角形の1つの角は60'であることを使って、60'の
角を作図しなさい。また、その角を2等分して、30'の
角を作図しなさい。

　角の二等分線上にある点は、角の2辺から
等しい距

きょ
離
り
にあります。

　また、角の2辺から等しい距離にある点は、
その角の二等分線上にあります。

問2

問3

P

A

C

D B
O

P

A

C

D B
O

A

C

D B
O

1

2

②
11

2

2
3

B
O

A

C

A

B
O

三角形の内心と外心
▶️p.254

見る

見る

20

15

10

5

平
面
図
形

5
章

175

確か
めよう

1組の三角定規を右の写真のように使って、
平行な直線をひきましょう。

2直線が平行になる条件について調べよう。

　右の図のように、1つの直線nに、同位角~a、
~bが等しくなるように2直線l、mをひくと、
lとmは平行になります。
　すなわち　 ~a=~b ならば l:m 　です。

右の図で、~a～~fの大きさを
求めなさい。
このことから、錯

さっ
角
かく
が等しい2直線

l、mについて、どんなことが
いえるか予想しましょう。

　問1から、錯角が等しいとき、2つの直線は
平行であることが予想されます。
　このことが正しい理由は、次のように説明することが
できます。

　右のような図で、~a=~cのとき、
　　対頂角は等しいから　~c=~b
　 したがって　　　　　~a=~b
　　同位角が等しいから　　l:m
　すなわち　 ~a=~c ならば l:m 　です。

めあて

問1
考えよう

a

b

l

n

m

l

35'

35'

a
b

c

f

d
e

m

a

b

l

n

m
c

平行線になる条件3
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104

右の図は、合同な三角形をしきつめた
ものです。~a、~b、~cと等しい角に、
同じ記号をつけましょう。
　

平行線の性質を使って、三角形の角について調べよう。めあて

 ;ABCで、3つの角~A、~B、~Cを、
;ABCの内

ない
角
かく
といいます。

 また、1つの辺とそのとなりの辺の延長が
つくる角~ACDや~BCEを、頂点Cに
おける外

がい
角
かく
といいます。

右の図のように、;ABCの辺BCの
延長をCDとします。また、頂点Cを
通って辺BAに平行な直線CEをひきます。
この図を使って、三角形の内角の和が
180'であることを説明しなさい。

問1

説明できるかな ?

　問1の結果から、頂点Cにおける外角について、
~a%+~b%=~a+~bが成り立つこともいえます。

　
　
　
　
　
　

平行線の は等しいから　~a=~a%

平行線の は等しいから　~b=~b%

したがって

    ~a+~b+~c=~ +~ +~c

                            =180°

a

b c

A

B D
C

E

内角

外角

外角

内角

内角

a

A

B C
D

E

a%

b c b%

a

a%
b b%

A

B C

三角形の角4

根
こん

拠
きょ
を明らかにする

平行線の性質を使って
説明する

大切な見方・考え方

ためす

見る
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10

15

20

106

中数−14

（２）前ページの手順で作図した∠ＰＯＢが 
∠ＸＯＹの２倍の大きさであること、つ 
まり∠ＡＯＢ＝∠ＡＯＰであることを証明 
します。図１は、手順の ４ の図の点 
Ａと点Ｂ、点Ａと点Ｐを結んだ図です。 
図１において、ＡＢ＝ＡＰ、ＯＢ＝ＯＰは 
手順から直接わかることです。これらを 
仮定とし、次のことがらを証明します。

図１において、
ＡＢ＝ＡＰ、ＯＢ＝ＯＰ ならば ∠ＡＯＢ＝∠ＡＯＰ である。

上のことがらが成り立つことは、 ＡＯＢ≡ ＡＯＰを示すことで
証明できます。下の証明を完成しなさい。

証明

ＡＯＢと ＡＯＰにおいて、

合同な図形の対応する角は等しいから、
  ∠ＡＯＢ＝∠ＡＯＰ

Ｏ Ｙ

Ｘ
Ａ

Ｐ

Ｂ

図１
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次のア～ウの文と図は、~AOBの二等分線を
作図する手順を説明したものです。この作図の
方法が正しいことを示すには、どうすれば
よいでしょうか。
ア  OC= ODとなる点C、Dを、~AOBの 

辺OA、OB上に、それぞれとる。
イ  点Oのほかに、CP= DPとなる
　　点Pをとる。
ウ  半直線OPをひく。

証明すべきことがらを見いだして、その証明をしよう。

　 の作図の方法が正しいことは、
　　　 OC=OD、CP=DP ならば ~COP=~DOP

が正しいことを導くことで証明することができます。

右のような図で、OC=OD、CP=DPならば
~COP=~DOPであることの証明を
完成しなさい。

めあて

問1

　

　
　
　
　
　
　
　
　

;OCPと において
仮定から　　　　 OC =  ………①
　　　　　　　　 CP =  ………②
共通な辺だから　 OP = OP  ……………③
①、②、③より、

から
　　　　　 ;OCP #

合同な図形の対応する角の大きさは等しいから
　　　　　 ~COP = ~DOP

P

C

D
O

P

C

D
O

［仮定］

［結論］

P

A

C

D BO

ア
イ

ウ

イ

作図の手順のアとイが
仮定にあたるね。

三角形の合同条件を使う証明6

数学の問題にする

仮定と結論を
明らかにする

大切な見方・考え方

証明

見る
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15

20

25
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（正答の条件）
次の（a）、（b）、（c）、（d）とそれぞれの
根拠を記述し、証明しているもの。
なお、ここで根拠として求める記述は、
正答例に記述されている程度のものとする。
（a）AB ＝ AP

（b）OB ＝ OP

（c）OA ＝ OA 又は OA 共通
（d）;AOB#;AOP

  （１）
問題の概要

~AOB の 大 き さ が a' の と き、
~POB の大きさを a を用いた式で書
く

（短答式）
出題の趣旨

具体的な事象において、考察の対象
となる角を的確に捉えることができる
かどうかをみる

学習指導要領の領域
　第 1 学年　B 図形（1）ア（ア）

2a

a　 a

（正答率 63.1%）（無解答率 8.8%）

８

知識・技能

正　答

誤答例

1
2

８（1）は、『解説資料』において
「手順を確認し、問題を見いだす」
過程の「2倍の大きさの角を捉える」
活動と示されている。

教科書 1 年 p.175 では、~AOP= 
~AOB や ~AOB=2~AOP と

いう表し方を扱っている。学習が進
むにつれ、角度を文字を使って表し
たり、数量として捉え計算すること
を経験する。本問出題の趣旨として
示されているように、具体的な事象
において、考察の対象となる角を的
確に捉えることができるように指導
をしていきたい。

1
2

教科書『中学数学』での取り扱い

筋道を立てて証明し、図形を考察すること（２倍の大きさの角の作図）８

▲１年 p.175

▲２年 p.130

▼ 2 年 p.104

▼ 2 年 p.106

８（2）は、『解説資料』において「2 倍の大きさの角が作図
できていることを証明する」過程の「方針に基づき、証明する」
活動と示されている。

教科書では 2 年 p.130 で角の二等分線の作図の手順が正し
いことを証明する問題を扱っている。
８（2）では、AB=AP,、OB=OP は作図の手順から自明

のこととして扱われている。円をかくことで、点Bと点Pが中
心（A）から等しい距離であることを確認しておきたい。また、 
;AOB#;AOP を示すことは証明の方針を立てるための重
要な視点であるため、授業で扱う際には生徒から引き出したい。

教科書『中学数学』での取り扱い

  （２）
問題の概要

図1において、AB=AP､OB=OP

ならば ~AOB=~AOP であること
を、三角形の合同を基にして証明する

（記述式）
出題の趣旨

筋道を立てて考え、証明することが
できるかどうかをみる

学習指導要領の領域
　第 2 学年　B 図形（2）イ（イ）

仮定より、
AB=AP……①
OB=OP……②
共通な辺だから、
OA=OA……③
①、②、③より、3 組の辺がそれぞれ

等しいから、
;AOB#;AOP

（a）、（b）、（c）、（d）について記述
しているが、表現が十分でないもの。

仮定として、~AOB=~AOP を用
いているもの。

（正答率 46.6%）（無解答率 21.9%）

８

思考・判断・表現

正答例

誤答例
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次の２つの三角形は合同であるといえますか。

 ３辺の長さを決めると三角形は１通りに決まるので、
上の２つの三角形はぴったり重ねることができます。
つまり、上の２つの三角形は合同であるといえます。

　これまでに調べたことから、三角形の合同条件は、
次のようにまとめられます。

問2

　２つの三角形が合同であるかどうかは、合同条件の
いずれかがあてはまるかどうかで判断できます。

2つの三角形は、次のどれかが成り立つとき合同である。
1  3組の辺がそれぞれ等しい。
 AB =A%B %

 BC =B %C %

 CA  =C %A%

2  2組の辺とその間の角がそれぞれ等しい。
 AB =A%B %

 BC =B%C%

 ~B =~B%

3  1組の辺とその両
りょう
端
たん
の角がそれぞれ等しい。

 BC =B %C %

 ~B =~B%

 ~C =~C%

　

A

B C

A%

B% C %

A

B C

A%

B% C %

A

B C

A%

B% C %

A

B C

A%

B% C %

A

B C

A%

B% C %

A

B C

A%

B% C %

A

B C

A%

B% C %

A

B C

A%

B% C %

A

B C

A%

B% C %

A

B C

D

5cm

5cm3cm 4cm

4cm

6cm

E F

3cm

三角形の合同条件

身につける

5

10

15

20

120

中数−15

（３）１３ページの手順で示した作図とは違う方法で、∠ＸＯＹの２倍の大
きさの角を作図する方法を考えます。

方法

①　辺ＯＸ上に適当な点Ｃをとり、 
点Ｃを通る辺ＯＸの垂線をひき、 
辺ＯＹとの交点をＤとする。

Ｏ Ｙ

Ｘ
Ｃ

Ｄ

②　直線ＣＤ上に線分ＣＤと線分 
ＣＱの長さが等しくなるように、 
辺ＯＸに対して点Ｄと反対側に 
点Ｑをとる。

Ｏ Ｙ

Ｘ
Ｃ

Ｄ

Ｑ

③　直線ＯＱをひく。

Ｏ Ｙ

Ｘ
Ｃ

Ｄ

Ｑ
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次の図２は、前ページの方法によって作図したものです。この 
図２において、∠ＱＯＤが∠ＸＯＹの２倍の大きさであること、つまり
∠ＣＯＤ＝∠ＣＯＱであることの証明を考えます。

Ｏ Ｙ

Ｘ
Ｃ

Ｑ

Ｄ

図２

そこで、方法の①、②のそれぞれから直接わかることを仮定とし、 
証明することがらを次のように表します。

図２において、
Ⅰ 、　Ⅱ　 ならば ∠ＣＯＤ＝∠ＣＯＱ である。

上の Ⅰ には、図２において方法の①から直接わかること、 
Ⅱ には、図２において方法の②から直接わかることが入ります。 
Ⅰ 、 Ⅱ のそれぞれに当てはまるものを、下のアからオま 

での中から１つずつ選びなさい。

ア　ＣＤ＝ＣＱ

イ　ＯＤ＝ＯＱ

ウ　∠ＯＤＣ＝∠ＯＱＣ

エ　∠ＣＯＤ＝∠ＣＯＱ

オ　ＯＸ⊥ＣＤ
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右の図のように、線分A BとC Dの交点を
Pとし、AとC、BとDをそれぞれ線分で
結ぶとき、A P = B P、A C : D Bならば
C P = D Pとなります。
このことがらの仮定と結論を答えましょう。

証明をするときの方針の立て方を考えよう。

　 のことがらが正しいことを証明するために、まずは
次のようなことを考えて、証明の方針を立てます。
　 1  結論が正しいことを示すためには何がわかればよいか。
　 2  仮定からいえることは何か。
　 3  1 と 2 を結びつけるには、あと何がいえればよいか。

　 のことがらが正しいことは、次に示した方針で証明できます。
［証明の方針］

めあて

上に示した方針を参考にして、（1）、（2）の手順で、
次のページの図を126ページの図のように完成しなさい。
（1） AC:DBから等しいといえる角を2組見つけ、
　　図の中の にそれぞれかき入れる。
（2） ;APC#;BPD の根

こん
拠
きょ
となる等しい辺や

　　角を3組選び、破線 を実線 にする。

問1

証明の方針5

A C

D

P

B

ためす

1   CP=DPを証明するためには、;APC#;BPDを示せばよい。
2  仮定から、AP=BPがいえる。

 また、AC:DBだから、平行線の性質を使えば、等しい角を
 見つけられる。
3  対頂角は等しいから、~APC=~BPDもいえる。

 これと 2 を使うと、;APC#;BPDが示せそうだ。

5

10

15

20

25

128

  （３）

Ⅰ  オ　 Ⅱ  ア

上記以外の解答
（正答率 37.5%）（無解答率 1.0%）

８
正　答

誤答例

;CODと;COQにおいて、方法
の①～③から、
  OC=OC、

~OCD=~OCQ（=90'）、
  CD=CQ

が示せる。2 組の辺とその間の角が
それぞれ等しいことから

;COD#;COQ

が証明できるという見通しをもって
Ⅰ  Ⅱ の解答を考えさせたい。
OX|CD から直角三角形の合同

条件に着目して ;COD#;COQ

を証明しようと考えることが想定さ
れるが、イOD=OQ はこの時点
では証明されていないことがらであ
るため仮定とならないことを確認し
ておきたい。

教科書『中学数学』での取り扱い

  （３）
問題の概要

図 2において、証明する事柄におけ
る仮定となる辺や角の関係を選ぶ

（選択式）
出題の趣旨

具体的な事象を基に、証明する事柄
の仮定を見いだすことができるかどう
かをみる

学習指導要領の領域
　第 2 学年　B 図形（2）ア（イ）

８

知識・技能

８（3）は「2 倍の大きさの角が作
図できていることを証明する」過程の
「証明する事柄の仮定を見いだす」活
動と示されている。

Ⅰ は方法の①からわかることと問
題文で指定されている。①では OX

に 対 す る 垂 線 を 引 い て い る の でオ
OX|CD と わ か る。 ① の 時 点 で は
Q は存在しないのでそのことからも
オであることが確認できる。 Ⅱ はア
CD=CQ である。しかし、ここでは
証明する事柄の仮定として考えたい。
2 倍の大きさの角の作図であるので
（2）に倣うように ~DOX と同じ大
きさの角を OX の反対側に作ること
を考え、;COD#;COQであること
を示し、~COD=~COQを証明する
ことを考える。
 （次ページへ→）

▲ 2 年 p.120

教科書『中学数学』での取り扱い

▲ 2 年 p.128
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中数−17

保健委員の桃音さんと悠真さんは、自分たちの学校の生徒の睡眠時 
間の特徴について、保健だよりで報告することにしました。そこで、 
全校生徒３００人を対象に、ある日の起床時刻と就寝時刻を調査し、睡
眠時間を調べました。

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）二人は、全校生徒の睡眠時間の分布の傾向を調べようと考え、次 
の表にまとめました。

全校生徒の睡眠時間の度数分布表

階級（時間） 度数（人） 累積度数（人）
以上 未満

４ 〜 ５ １

５ 〜 ６ １４

６ 〜 ７ ７５ ア

７ 〜 ８ １２６

８ 〜 ９ ６２

９ 〜 １０ ２０

１０ 〜 １１ ２

合計 ３００

全校生徒の睡眠時間の度数分布表の ア には最小の階級から 
６時間以上７時間未満の階級までの累積度数が入ります。 ア に
当てはまる値を求めなさい。

９
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（２）二人は、学年によって睡眠時間の分布の傾向にどのような違いが 
あるか気になりました。そこで、次のような箱ひげ図に表して、学 
年別の睡眠時間の分布の傾向を調べることにしました。

学年別睡眠時間の箱ひげ図

１年生

２年生

３年生

４ ５ ６ ８７ ９ １０ １１（時間）

学年別睡眠時間の箱ひげ図から、次のことがわかります。

１年生は、 Ⅰ がおよそ８時間であることがわかる。
２年生と３年生は、 Ⅱ が７．５時間以上８時間未満の値

であることがわかる。
よって、睡眠時間が８時間未満の生徒の割合は、１年生よ 

り２年生と３年生の方が大きい。

上の Ⅰ 、 Ⅱ のそれぞれに当てはまる言葉を、下のア 
からオまでの中から１つずつ選びなさい。

ア　最小値　　　　　　イ　最大値　　　　　　ウ　中央値

エ　第１四分位数　　　オ　第３四分位数

8131_02_CHUSUU_M.indd   18 2026/01/08   16:35

　表 1　通学時間
　　　（A中学校）

階級(分) 度数
(人)

以上 未満
0 ～ 5 20
5 ～ 10 18
10 ～ 15 25
15 ～ 20 35
20 ～ 25 22
25 ～ 30 20
合計 140

右の表1は、A中学校の1年生の通学時間を整理した
度数分布表です。A中学校の1年生である美

み
和
わ
さんの

通学時間は14分です。美和さんの通学時間は、
中央値より短いですか、それとも長いですか。

最小の階級からある階級までの、度数の合計や相対度数の
合計に着目して、データの分布について調べよう。

 下の表2は、上の表1をもとに、相対度数、累積度数、
累積相対度数をそれぞれ求めたものです。

めあて

10分以上15分未満の階級までの累積度数と累積相対度数は、
それぞれ次のようにして求めます。
（累積度数）
最小の階級から10分以上
15分未満の階級までの度数の
合計を求めます。
　 20+18+25=63
よって、累積度数は63人です。

（累積相対度数）
累積相対度数は、累積度数を
総度数でわると求められます。
　 　　=0.45
よって、累積相対度数は0.45です。

63

140

 最小の階級からある階級までの、
度数の合計のことを累

るい
積
せき
度
ど
数
すう
といい、

相対度数の合計のことを累
るい
積
せき
相
そう
対
たい
度
ど
数
すう
といいます。

表 2　通学時間（A中学校）

階級(分) 度数
(人) 相対度数

累積度数
(人)

累積
相対度数

以上 未満
0 ～ 5 20 0.14 20 0.14
5 ～ 10 18 0.13 38 0.27
10 ～ 15 25 0.18 63 0.45
15 ～ 20 35 0.25 98 0.70
20 ～ 25 22 0.16 120 0.86
25 ～ 30 20 0.14 140 1.00
合計 140 1.00

累積度数と累積相対度数5

累積度数と累積相対度数例1
統計ツール

228
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デ
ー
タ
の
比
較

7
章

 箱ひげ図の長方形を箱、線分をひげといいます。
 箱ひげ図の箱の区間には、中央値の前後の
約25％ずつ、合わせて約50％の値がふくまれます。
 箱ひげ図では、データの分布をおおまかに表します。

次の（1）、（2）の数の列は、186ページの表1から、それぞれの期間における
猛
もう
暑
しょ
日
び
の日数の値を取り出して、小さい順に並べかえたものです。

それぞれのデータの四分位数を求めなさい。また、求めた値を使って、
下の図に箱ひげ図をかきなさい。
（1） 1963～ 1982年の猛暑日の日数(日)

（2） 1983～ 2002年の猛暑日の日数(日)

問1

約50％
約25％ 約25％ 約25％ 約25％

ひげひげ 箱

　次の図の　　の部分は、2003～ 2022年のデータの最小値、
最大値と四分位数を数直線に対応させて、データの分布を
長方形と線分を使って表したものです。

 このような、長方形とその両
りょう
端
たん
からのびる線分で

データの分布を表した図を箱
はこ
ひげ図

ず
といいます。

(日)0 3 15 219.5 31
↑

最小値
↑

中央値
（第２四分位数）

四分位数

↑
第３四分位数

↑
第１四分位数

↑
最大値

４つの区間にふくまれる値の個数が等しい

8753
7

22 23 26 27 31
15
1514131211 1716 19 20

1 1 2 2 3 4 4 6 7 9 9 10 14 18 18 20 21 22 26 28

0 0 0 1 2 2 2 3 3 5 6 6 6 7 7 8 11 12 12 18

(日)0 10 205 15 251 11 216 16 262 12 227 17 273 13 238 18 284 14 249 19 2930

大阪
(1983～
2002年)

大阪
(1963～
1982年)

見る

5

10

15

189

下の図は、前ページまでに調べてきた大
おお
阪
さか
の猛

もう
暑
しょ
日
び
のデータの

箱ひげ図を、1つの図にまとめて表したものです。
ここでは、3つのデータを古い順にア、イ、ウとします。
次の（1）～（3）の文章にあてはまるのは、それぞれどの期間の
データですか。
（1） 20年間で、猛暑日が1年間で20日をこえたことが1回もなかった。
（2） 20年間の半分以上の年で、猛暑日が15日以上あった。
（3） 20年間の75％以上の年で、猛暑日が年10日未満であった。

問2のアの箱ひげ図において、右のひげの長さは、左のひげの
長さの5倍以上あります。このことから、「大阪では、1963年からの
20年間で、左のひげにふくまれる年より右のひげにふくまれる年の方が
多かった」といってよいでしょうか。

 次の図は、問2のアの箱ひげ図に、もとのデータの値
あたい
を

かき入れたものです。

　箱ひげ図では、4つの区間を表す箱やひげが長くても
短くても、そこにふくまれる値の個数は、すべての値の
個数の約25％です。

問3

(日)0 10 205 15

大阪
(1963～
1982年)

５個 ５個 ５個５個

210
0
0

2
2

3
3

5 6
6
6

7
7

11 12
12

188

ア 箱やひげが長いほど
値が多くあるわけでは
ないんだね。

(日)0 10 205 15 25 30

大阪
(1983～
2002年)

大阪
(1963～
1982年)

大阪
(2003～
2022年)

ア

イ

ウ

統計ツール

年ごとの猛暑日の日数（大阪）

問2

5

10

15
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  （１）
問題の概要

全校生徒の睡眠時間の度数分布表に
おいて、最小の階級から 6 時間以上 7

時間未満の階級までの累積度数を求め
る

（短答式）
出題の趣旨

累積度数の意味を理解しているかど
うかをみる

学習指導要領の領域
　第 1 学年　D データの活用（1）ア（ア）

90

75　0.25　4　0.3　15　285　210

（正答率 46.3%）（無解答率 14.0%）

９

知識・技能

正　答

誤答例

  （２）
問題の概要

学年別の睡眠時間について、学年別
睡眠時間の箱ひげ図から読み取れるこ
ととして正しいものを選ぶ

（選択式）
出題の趣旨

箱ひげ図と四分位数の対応について
理解しているかどうかをみる

学習指導要領の領域
　第 2 学年　D データの活用（1）ア（ア）

Ⅰ  ウ　 Ⅱ  オ

上記以外の解答
（正答率 75.9%）（無解答率 0.7%）

９

知識・技能

正　答

誤答例

９（1）は累積度数を求める問
題である。『解説資料』において
「問題解決の計画を立て、データ
を収集する」過程の「データを表
に整理する」活動と示されている。

累積度数は最小の階級からその
階級までの度数の合計であるが、
問題の表のように示した場合は最
大の階級が表の一番下にあること
から、最大の階級からその階級ま
での度数の合計と考えてしまう
ケースが考えられる。また、同じ
時期に学習する累積相対度数との
混同が考えられる。１年までに学
習した「階級」「度数」「総度数」
「累積度数」「累積相対度数」の
関係を確認しておきたい。

９（2）は、『解説資料』におい
て「計画を基にデータを分析す
る」「生徒の睡眠時間の傾向を捉
える」過程の「整理した図からデー
タの分布の傾向を読み取る」活動
と示されている。

Ⅰ はおよその中央値が箱ひげ
図から読み取れる状態で、 Ⅱ は
第 3 四分位数が箱ひげ図から 7.5

時間以上 8 時間未満の値である
ことがわかる状態を示している。

また、箱ひげ図をかく際に必要
となる区切りの位置の値は、デー
タを小さい順に並べたときの最小
値、 第 1 四分位数、 第 2 四分位
数（中央値）、第 3 四分位数、最
大値であることを確認しておきた
い。

問題では問われていないが箱ひげ図からわかることとして
「よって、睡眠時間が 8 時間未満の生徒の割合は、1 年生よ
り 2 年生と 3 年生の方が大きい」とある。複数の箱ひげ図を
比較、考察する視点を養っておきたい。

教科書『中学数学』での取り扱い 教科書『中学数学』での取り扱い

データの傾向を読み取り、批判的に考察し判断すること（睡眠時間）９

▲ 2 年 p.189

▼ 2 年 p.190
▲ 1 年 p.228
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中数−19

（３）二人は、睡眠時間の特徴をさらに知りたいと思い、全校生徒を次
のように分け、睡眠時間の分布の傾向を調べることにしました。

桃音さん…起床時刻が７時より前と７時以降の生徒に分ける
悠真さん…就寝時刻が２３時より前と２３時以降の生徒に分ける

桃音さんは、起床時刻で分けた場合について、各階級の相対度数
を求めて度数分布多角形（度数折れ線）に表しました。

桃音さんが調べたこと

起床時刻が７時より前の生徒・・・２１１人
起床時刻が７時以降の生徒・・・・・	 ８９人

７時より前

７時以降

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ （時間）
０

０．０５
０．１０
０．１５
０．２０
０．２５
０．３０
０．３５
０．４０
０．４５
０．５０

（相対度数）

桃音さんは、上の２つの度数分布多角形を比較して、次のように
まとめました。

桃音さんのまとめ

２つの度数分布多角形は同じような形である。また、２つ
の度数分布多角形はほぼ同じ位置にある。
したがって、起床時刻が７時より前の生徒と７時以降の生

徒の睡眠時間は同じような傾向にある。
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悠真さんは、就寝時刻で分けた場合について、各階級の相対度数 
を求めて度数分布多角形に表しました。

悠真さんが調べたこと

就寝時刻が２３時より前の生徒・・・１５２人
就寝時刻が２３時以降の生徒・・・・・１４８人

２３時より前

２３時以降

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ （時間）
０

０．０５
０．１０
０．１５
０．２０
０．２５
０．３０
０．３５
０．４０
０．４５
０．５０

（相対度数）

悠真さんが調べたことの２つの度数分布多角形を比較すると、「就
寝時刻が２３時より前の生徒と比べて、２３時以降の生徒の方が睡眠
時間が短い傾向にある」と主張することができます。そのように主 
張することができる理由を、悠真さんが調べたことの２つの度数分 
布多角形の形と位置を比較して説明します。前ページの桃音さんの 
まとめを参考にして、下の説明を完成しなさい。

説明

したがって、就寝時刻が２３時より前の生徒と比べて、２３
時以降の生徒の方が睡眠時間が短い傾向にある。
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図8　20世紀前半
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図9　20世紀前半
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図10　20世紀前半

面積が
等しい

面積が
等しい

　右の図8は、図2のヒストグラムをもとに、
各長方形の上の辺の中点を順に線分で結び、
両
りょう
端
たん
では階級の幅の半分だけ外側に

点をとって結んだものです。

　右の図9より、ヒストグラム全体の面積と
度数分布多角形で囲まれた部分の面積は
等しいことがわかります。

右の図10は、図2をもとにかいた20世紀
前半のデータの度数分布多角形です。
この図に後半のデータの度数分布多角形を
かき入れなさい。

次の枠
わく
内の文章は、高

こう
知
ち
市の3月の

平均気温について、20世紀の前半と後半で
どちらが高かったかを説明したものです。
に前半または後半のどちらかをかき入れて、

説明文を完成しなさい。

問5

問6

　このようにしてかいた折れ線の
グラフを度

ど
数
すう
分
ぶん
布
ぷ
多
た
角
かく
形
けい
、または

度数折れ線といいます。

 次の課題　総度数が異なるデータの分布を比較するには、どうすればよいかな。

説明できるかな？

度数分布多角形を重ねると、
複数のデータの分布が
比べやすくなるね。

根
こん

拠
きょ
を明らかにする

図とことばで説明する

大切な見方・考え方

2つの度数分布多角形は同じような形で、

20世紀の　　　　のグラフよりも
　　　　のグラフの方が右側にある。
したがって、高知市の3月の平均気温は

20世紀の　　　　よりも　　　　の方が
高かったといえる。

見る

統計ツール

デ
ー
タ
の
活
用
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身近なことがら

数学の問題にしよう

　彩さんたちは、21世紀にはいってからの高知市における
3月の平均気温のデータを手に入れて、20世紀後半のデータと
比
ひ
較
かく
してみることにしました。

　右の表5は、20世紀後半の50年間の
データと、2001年から2022年までの
22年間のデータをそれぞれ整理した
度数分布表です。
　ここでは、2001年から2022年までの
データを21世紀のデータとよぶことにします。

表5をもとに考えるとき、高知市の3月の平均気温について、
20世紀の後半と21世紀のどちらが高いといえるでしょうか。

総度数が異なる2つのデータの分布を比較する方法について考えよう。

　総度数が異なるデータの分布を比べるときは、
総度数に対する各階級の度数の割合を用います。

めあて

21世紀にはいってから、
さらに高くなっているかも
しれないね。

表 5　高知市の 3月の平均気温

階級(℃)
度数(回)

20世紀
後半 21世紀

以上 未満
7～ 8 2 0
8～ 9 2 0
9～ 10 17 2
10～ 11 14 3
11～ 12 12 10
12～ 13 3 6
13～ 14 0 1
合計 50 22

総度数が異なる2つのデータの分布を
比べるには、どうすればいいかな。

高
こう
知
ち
市の3月の平均気温は

20世紀の前半よりも後半の方が
高かったことがわかったね。

相対度数3

彩
あや
さん

陸
りく
さん

レオさん

222

5

10

15

表5の21世紀のデータについて、総度数は22回、
10℃以上11℃未満の階級の度数は3回だから、
この階級の相対度数を四捨五入で小数第2位まで
求めると、次のようになります。

　　　 =0.136…

右の表6は、表5のデータの各階級の
相対度数を整理するためのものです。
表6の空

くう
らんにあてはまる相対度数を

四捨五入で小数第2位まで求めて、
表を完成しなさい。

右の図11は、表6をもとに、相対度数を
縦軸

じく
としてかいた20世紀後半のデータの

度数分布多角形です。
図11に21世紀のデータの
度数分布多角形をかき入れなさい。

図11の2つの度数分布多角形の特
とく
徴
ちょう
を

比較して、前ページの に対する答えと
そのことがいえる理由を説明しなさい。

3

22

問1

問2

問3
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図11　高知市の３月の平均気温

20世紀後半

　総度数に対する各階級の度数の割合を、
その階級の相

そう
対
たい
度
ど
数
すう
といいます。

　(ある階級の相対度数)= (その階級の度数)
(総度数)

表 6　高知市の 3月の平均気温

階級(℃)
相対度数

20世紀
後半 21世紀

以上 未満
7～ 8 0.04 0.00
8～ 9 0.04 0.00
9～ 10 0.34
10～ 11 0.28 0.14
11～ 12 0.24
12～ 13 0.06
13～ 14 0.00
合計 1.00 1.00

4

相対度数例1

説明できるかな？

相対度数を使うと、
総度数が異なるデータの
分布を比較できるね。

統計ツール
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ー
タ
の
活
用
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（正答の条件）
次の（a）、（b）について記述しているもの。
（a） 就寝時刻が 23 時より前の生徒の度

数分布多角形と就寝時刻が 23 時以
降の生徒の度数分布多角形が同じよ
うな形であること。

（b） 就寝時刻が 23 時より前の生徒の度
数分布多角形よりも就寝時刻が 23
時以降の生徒の度数分布多角形の方
が左側にあること。

  （３）
問題の概要

「就寝時刻が 23 時より前の生徒と
比べて、23 時以降の生徒の方が睡眠
時間が短い傾向にある」と主張できる
理由を、悠真さんが調べたことの二つ
の度数分布多角形の形と位置を比較し
て説明する

（記述式）
出題の趣旨

データの傾向を的確に捉え、判断の
理由を度数分布多角形の特徴を基に説
明することができるかどうかをみる

学習指導要領の領域
　第 1 学年　D データの活用（1）イ（ア）

９

思考・判断・表現

  （３）

・2 つの度数分布多角形が同じような
形で、就寝時刻が 23 時より前の生徒
の度数分布多角形よりも、就寝時刻が
23 時以降の生徒の度数分布多角形の
方が左側にある。

（正答の条件）の（a）、（b）どちら
か一方の記述しかないもの。

（正答率 32.2%）（無解答率 28.5%）

９
正答例

誤答例

９（3）は、『解説資料』において「計
画を基にデータを分析する」「生徒の
睡眠時間の傾向を捉える」過程の「デー
タの分布の傾向を捉え、結論を得る」
活動と示されている。
９（3）では、2つの度数分布多角形

を比較、考察し結論を得ることができ
るかどうかが問われている。度数分布
多角形からデータの分布の傾向を捉え
るときには、教科書1年p.221や桃音さ
んのまとめのように度数分布多角形の
形と位置に着目することを確認してお
きたい。また、この問題の度数分布多
角形で示されているものは、度数では
なく相対度数であることについても触
れておきたい。相対度数を使って度数
分布多角形で表すことで、総度数の異
なる複数のデータを比較できるように
なることを確認することも重要である。

教科書 1 年 p.223問3は、相対
度数を使った 2 つの度数分布多角
形の特徴を比較することにより、
高知市の平均気温についての傾向
を読み取り、その理由を説明する
設問となっている。ここでも、総
度数が異なっていても、相対度数
を考えることにより、2 つの度数
分布多角形を比較することができ
ることを押さえておきたい。ま
た、2 つの度数分布多角形それぞ
れにおいて、相対度数が 1 番大き
い階級はどの階級かを確認した上
で、その階級を基準に右側、左側
について考察を広げるとよいこと
も確認しておきたい。

教科書『中学数学』での取り扱い 教科書『中学数学』での取り扱い

▲ 1 年 p.221

▲ 1 年 p.222–223
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